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 本資料叢書では、秋田県公文書館所蔵の混架史料に含まれる、平元貞治「献芹録」 、 「献芹別録」 （合計七冊）について、解題を施すとともに、その全文を解読・翻刻した。
二、
 解題においては、 作成者である平元貞治の来歴や、 「献芹録」の史料的性格、関連史料との関わりなどについての概要を説明した。
三、
 解読文においては、読解に便利なように 適宜読点（、 ）および並列点（・）を補った。
四、




 本文中では、作成者により 句の修正を施し いる箇所があるが、読解の利便性を踏まえ、解読文では修正後の情報のみを示している。
八、敬語の平出・闕字は原典のままとした。九、



















藩校明徳館（学館）での勤学を始めた。その後、藩校詰役から教授へと進み、藩校を中心とし 秋田藩の教育政策に大きく寄与した。また、歴代 主の侍読を勤め、秋田藩主の教養 支える人物としても活躍した。　
儒学者としての蓄積を得た平元は、やがて藩官僚として藩政















成意図として、 「献芹録」から漏れ もの さらに、機密に関わる事項を二巻に纏めたことが記されており、 「別 については、 予め二巻での編纂を意図 て編まれていることが分かる。　
「献芹録」に記される時期の秋田藩は、政治体制をめぐる新




新政府による国内統合政策が急速に推進される。その過程で、「朝敵」会津藩の処分をめぐり新政府と奥羽諸藩の政治交渉が展開する。秋田藩も仙台・米沢両藩とともに 列 同盟に加盟し、新政府軍との全面戦争が勃発する。当初は同盟軍として新政府との対決方針を示した秋田藩であった 、戦況の進展にともない、奥羽諸藩との離別を選択する。七月、秋田藩の 針を尋問に来訪した仙台 使節志茂又左衛門等を殺害したは、奥羽列藩同 を離脱し、同盟軍との対決を決断 幕末期秋田藩の政治経過を考える上で、戊辰戦争期の政治選択はいまだ不明な点が多く、その解明に向けた検討 進めていく必要があるが、 「献芹録」はこう 課題に対して、平元の回想通して検討することのできる、貴重な史料である。
4三、 「献芹録」に描かれる秋田藩　
「献芹録」は、平元による藩や上層部への意見書や、いくつ




の政策方針をめぐる提言が多く含まれている。特に、元治期に発生した政治方針をめぐる藩内対立におい 、異論者の処罰強く望む藩主佐竹義堯に対し、平元は言路の維持を重視し、分の再考を主張する立場として登場する。こうした平元の主張は、義和期以来 教学政策や、中下級藩士 政策提言・人材登用など 秋田藩における言論空間の形成・展開と大きく関わる可能性を内包している。　
また、戊辰戦争期、特に仙台藩使節志茂又左衛門殺害をめぐ






































































































































































































































































 御旨趣ニハ有之間敷やニ奉存 、何卒此風相改り 人皆 問之学問たる義を相弁候様
　
御仕向之御手筋有之度義ニ奉存
候、扨其御手筋ハ、矢張歴代之旧規に相本つき被成置可然や奉存 往古より何れ之世ニも試策を以士を進め候様承知仕候、書ニも敷奏以言と有之候得は、古先聖王 時より既に潤源致 事と相見得申候、乍去徒らに文章之優劣相校
（較カ）
へ候よふ










出来之上ハ御年寄衆御臨席御覧之様仕度候、古ハ天子自視学之礼も御座候得は 御年寄衆御臨席被成置候とも重過きし義ニハ有之間敷奉存候、右之通御仕向被成置候ハヽ、人々学問之道ハ経綸ニ有之義相悟り 晨誦夜読皆斯ニ心を付ケ可申、併一偏に経済へ而已趨り候而ハ 全く文字を廃し、只管高論を相覚、却而聖経之旨を取失 よふニ相成可申故 兼而其御防き有之度義ニ奉存候、其 防き 、
　
御読書之間并ニ局々



























































































































































































































































 、町と唱候所ハ、独能代ニ不相限、角館・横手皆同様ニ御座候、院内・刈和野之如きハ惣名より申候得ハ村ニ 座候、都而諸郷共俗称より申候得 郷と唱候処ハ無之 只御学館より名目を下し候事故、 と相唱申 、然は能 なり共郷校と唱難き筋無之被存
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 将軍家ニ而外ニ深意有之 ニも可有御座奉存候 淡海公之令ニハ、君并本主之服、父母と同しく十三ヶ月之事ニ相見得申候、然れハ、臣下ハ君 忌被召候為、従而服忌受候訳 ハ無之、自
おのつか
ら君臣合之義を以服忌受候事と奉存候、服忌令ニ無
之処より論を立候得は、只君之被召 ニ付、臣下従而服忌ニ成居り、君御忌明き之上ハ矢張同様忌明きに相成候様之疑も有之候得共 前条之通り 事故 左様 は難至義 奉存候
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次へ着席之事、年寄中へ申上相極候事に御学館方申会、一決致候ニ付、右 形一通御つまひ致候段申談候所、慶治・瀬兵衛祭酒上席之先例申聞故、其レハ其時限之事ニ而、只今より申候而ハ筋ニ不相当義ニ候 例ニハ難致、前度那珂長左衛門・助教北村平四郎、御評定奉行詰役支配兼帯之所、養老御教諭書申述候節、 助教 次席致候も、御学館 義ハ学長主ニ立候故之訳申談 所、相談 得ハ何分之事御学館之決意形為知之訳ニ而ハ、最初より引分れ之道を立候筋ニ候趣慶治申条故、不差懸候事なれハ、兎も角御刻限ニ相かゝはり候事ニ而、申会中控候事ニハ難相成 其レとも両人之決意を以挨拶ニ成候事ならハ、此席 而示請可相極申 候所 此方ハ〳〵之取受、一片ハ如何成存慮ニ可有之や、一通不 会候而ハ難極との事故 両人之取受形ハと承り候所 瀬谷・北村両様之先例、何れへなり御指揮有之よふ 申上 事なれハ同意致、一片
江
も伝置可申慶治申条故、以前よりも申候通、瀬














候は、理 当然に無之、北村平四郎、那珂長左衛門之次席致候義ハ相当、尤平四郎・長左衛門之節ハ養老御教諭書之事ニ候得共、畢竟学長ヲ主に立テ候筋より右 通列候筈、況や御祭事之義ハ其日ニ り、毎
レ役其位有之、就中亜献ハ随一重
しとする所ニ候得 平日之差等ニ拘り、其 ハ乱し難く、儒官ヲ主ニ立テ、亜献ノ重き理を以其日 臨ミ、一日難
レ譲
レ
席筋も有之間敷次第委曲申述候所 御一同其筋ニ可有 被候而、其旨御勘定奉行へ被申含候事ニ孫太夫殿被申候 扨宇垣左司馬を以御勘定奉行へ被申含候所、品々相難し 様子ニ而、重而手元・縫殿御呼出ニて 今日之義ハ臨時小太郎節之通可致被仰含故、最初小太郎着席、一度たに其筋ニ不相当候所へ、此度又々右之通仕候而ハ、以後永々之例 相成候筋ニ御座候得ハ、御刻限遅成候義ハ恐入候得共、如何とも御受ハ難く候趣申上候所 此方ニ 差心得居、後例ニハ不致 の
申、縫殿大切之御礼式へ拘り候故、左様ニハ仕兼候段申上候所、 大事之御祭儀差支ニ而ハ如何ニ候故、 此所勘弁承知可致、孫太夫殿被仰含ニ付、 只今縫殿申上 通 大切之御式
江
相かゝ














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































付、難有仕合奉存候、然は文学黒沢宇左衛門儀ハ、私授業之師ニ而 可成学問之道相弁ひ候も、皆以 取立ニ出候事ニ御座候、然ルに、列席之節、宇左衛門上席致候義は、御役席とハ乍申、内心頗安んし兼候事ニ御座候、私親茂右衛門教授勤役中、大御番菅又蔵人と心陰柳生流切合相師仕候節、極意并印可之儀ハ蔵人取立を得、流義 心得可成師範ニも相成候事故、
　






























 先頃湯沢大夫家人生田目八弥 尋被成 御用有之、出府可致被
　
仰渡候所、大夫より当人義ハ越中富山薬隠売致候不届ニ
付、親類見継申付置候、若右罪状ニ付御催促ニも候ハヽ、当人義ハ如何程之科も可申付 猶不吟味致候家頼共も可叱置候故、御目附様御下り前ニも有之、何とか御任セに相 よふ致度一片迄頼之趣、以横折八弥御書差添差出、手元建議は、先達而大館歩行隠鳥銃打候者御目附様御下り前 事故大館家へ御任せに被成置可然評議致候得共 此度 義ハ其レとハ軽重之差
（シ）
ナ有之事ニ而、富山薬之義ハ庶人之害に相成候
ニ付、人命を重し置れ 厳禁被成置候次第 候得は 下賤之者不図受売致候而だに御咎メ有之 別して御所預之侍分にて在りなから、 御制禁を破りシ企、 且ツ久敷よ 取計 事ニて、自身他国へまて罷越、猶他所者町家へ世話致留置候よふ之致
業、主立は上ノ御法を犯候巧ミ致候当人ニ候得は、御目附様前々候とて御任せにハ難相成、是非御引付御穿鑿不相成置候而ハ、上之御仕法難立段申発候所 一同同意、但重き御人体柄より被申立候事故、慶兵衛・左司馬へも所存承候上ニ而、及沙汰可然評議極り候所へ、作美御呼出ニ而八弥義ハ湯沢家へ被任置難き趣、月番・非番列席ニ而被申渡 付、評議之始末作美申述候所、至極宜趣被申候
一

























事なと申 義ハ余 委過き候 是等を以考 に、自分 名前をあらぬ者ニ為負、其身を安くせんとの計得ニ無之とも難申、何れ清吉と申者穿鑿可致当人ニ御座 故 差引役 御小人目先差添、愈御国者ニ ハヽ召捕参候 申付遣 事ニ申会候段申上、承知被致
　



















































































































試不致、其レとても御苗字・御 預 候得ハ、他もなき事ニ候趣御申ニ付、 御試之義 御家中一同之事ニ而、御試不致候者ハ、 省入不相成程之義ニ候所、回座迄も前条之振合ニ而ハ御規則相消候筋、右振合ニ付ケ 而も、重き御方より御始メ被成置候様ニ仕度義 然ルを御同列様右様之御訳合ニ而ハ、自然重
　
思召之通り兼候筋ニ相至可申やと恐
入奉存候趣申上候所、在々回座も 無之様相聞得 趣申ニ付、在々回座ハ其向 郷校又ハ出府
　



































 御本堂陰之間三局有之内へ控居申度内談ニ候、外 差障りも有之間敷候や御尋ニ付、此節之回座局ハ平生出席 御座敷ニ而、当時福原忠三郎・梅津隼人助なとも罷出居候事 御座候得ハ、即右御座敷へ控候而可然義ニ 座候 乍去何れ
　












































































































































































































































































 御当代様に相至、暫時たり共 見合被遊候義ハ 乍恐其趣意にハ被為有間敷次第と奉存候 文武之道御取立之義ハ奉申上候迄も無之所、御試之義ハ御政体第一之眼目ニ而、御教化形へも相響、不軽義と奉存候
　
 天樹院様ニ於かれ、 試被定置候も 畢竟御家中一同学問へ相嚮ひ候様ニとの
　
思召より出候事ニ可有御座所、御見合ニ



















































之、今年之米相場ハ入津之船来 次第、春中より自然上りに上り候事ニ而、全く酒屋 も競ふて米買込候為引上 候訳ニ無之候得ハ、縦然酒造半石ニ致候とて、 価引下り候筋有之間敷、却而人気へ差響き不宜義 故、今一応御勘定方へ懸合
ニ及可然申候所、皆々同意、翌廿二日御勘定方ニ而本旨懸合之沖出之事へ、手順付ケ候事なれハ、半石酒造之事為任置候得とも、左もなケれハ、不同意之事ニ申談候都合ニ極
　











 沖出之義ハ、段々申上候通ニ御座候所、右不極置酒造 之事而已被仰渡候而ハ、却而人気へ差響無詮義と奉存候 諸人今年之作合を相応と存居候所、半酒造之義承 候ハヽ、存之外不作ニ有之候故と取受候者も有之、又ハ半石丈之浮き米沖へ被差出候御仕向と申唱候者も可有之、御勘定 ニ而ハ、酒半石造ニ致候得は、米直段引下り可申、并右半石丈ケ之
　










数融通等ニ可相成よふ無御座候、且ツ御勘定奉行申候ニハ、明年酒不足ニ候得ハ、御他領酒入れ置候との趣、御他領不作之由ニ候得ハ、右入り候 ハ平年より直高ニ可有之 猶手之回り候者は給へ候ても、下々之者ハ給へ兼可申 又
　
御領中





























 御領中今年之作合不同ニハ御座候得とも、平均候得は凶年とハ難申、然ルに、米価非常 立登り、新米盛んに 而も一向相弛ます 諸色も随而高直ニ成行き候ハ、皆以西国筋不作ニ而大坂表米相場引上り、入津之船々値を論せす買行き候為ニ御座候、沖出 沢山ニ候得ハ、
　





 御領中米不足ニ相成 所へ、万一来春違作等之義有之候而ハ、下地勢之付き居候米価を始、諸物之値弥増引上、米之融通も相絶候而、飢民不出とは難申 此段ハ実以大切 と奉存候、且ツ此通之 価ニ候而ハ、来春より夏迄之間不図騒々敷事出不申とも難申、万々一騒立らしき義少しニ而も而ハ、
　









 右之始末ハ、当十月中より御勘定方へ及懸合候義ニ御座候所、御勘定方ニ而交易之融通形へ相拘り候故、沖留メ之義ハ固トより難相成、石数限り候事とても其取調届兼、并差障り之次第等有之、出来兼 趣品々申聞も有之候得共 多分枝葉ニ相渉り候事ニ而意得仕兼申候、御勘定方存慮之大要 来春 いた 臨時見計 御役銀之上ケ下ケを以出石 多少を相制し沖へ出 崇サに不相成仕向形有之趣ニ候得とも、石数ニ限り無之候得は、其余ニ至り自然不得已勢ニ罷成、纔々分外之出石ニ相成、米相場も益引上可申奉存 、御勘定方申条 ハ、諸国一同米相場引上り候所、御国計引下ケ候事ニハ可届様無之 時之勢無拠趣ニ候得共 凶荒之国々ハ格別
　
御国之義ハ畢






































































































小太郎親外記同様罷出候節 箱上ケ候事申条之趣ニ候得共偶目ニかゝらす候得ハ、詰役共も知らすニ居 事ニ可有之、一ヶ度左様之事有之とて、其レハ例とハ難致義と奉存候、此等之所篤と御賢慮被為有、宜小太郎へ被仰諭候様仕度所、孫太夫殿其許被申通り箱上ケ不申 得ハ、書物難読訳ニも無之 併段々之次第ニ而申諭 とて 小太郎承 も致間敷故、吟味 筋有之、箱ハ上ケ置 間敷事ニ可申含 申候
　




































 御譜代之御家中皆 見殺ニ被成候外有之間敷 尤文化之度、東西蝦夷地南部・津軽両家へ守衛被仰付 先格も有之候得共、此節ハ其頃之時勢とも引違ひ候事ニ奉存 別而
　



























 御領中海岸へ行渡兼候而已ならす、御勘定方より取調申上候員数ニても中々行足不申事ニ奉存 況や右之通遅々致 而ハ、明春異船往来之節相成候而も 尺々敷
47












 儀より上を料り、手配不被成置よふ之御差積被為受候而ハ、可済事も不済訳無之とも難 奉存候 此所篤と御賢慮被為有候様仕度奉存候
一
 、御省略格段被仰出候ハ、此節専其機会ニ相当り候得共、余
り急卒ニ被成候而ハ、 却而翻り候基に御座候故、 篤と被練置、永久御制度御相続ニて被仰渡之瀆に不相成様仕度奉存候、当時に於てハ御制略之行はれ候大本二ツ有之事と奉存 、二ツとハ、
　
 上より御風化被成置候と、士風を御振ひ被遊候とに御座候、御法度精密を尽され被仰渡、反覆を極られ候とも、大本立タす候而ハ、纔に当座而已にて、不久して破れ申 、又士風不宜候而ハ、御旨趣 体候者少く、是又御制度行はれ不申、抑士風之壊れ 源を考ひ候に恐多き事ニ御座候得共、
　
上より
利に導かれ候御仕向より相始候やニ奉存 惣て産物類御取立等之義は其処置ニ寄、悪き ハ有之間敷候得共 是 以贏利を射られ候よふにてハ 其風不知不識御家中へ推移り申候、姑く一、二事を論 、御利潤御利益なとゝ申事 元是商戸之常言ニて 士たる者之口に載せ候を汚れと存候義ニ御座候所、産物之政行はれしより、其事ニ携 候面々、毎々口実と致 ニ付、自然一同へ伝染、只今 て 頭役之者迄も常談と□
（い、 カ）
たし、怪しきとも不存事ニ相成候□、近頃難敷次第ニ
御座候、加之往年種紙売を他邦へ出され候より 愈以士 商へ御引入被成候筋ニ罷成、是等之義ハ米沢之弊風 て 固り効ふニ足らさる事ニ御座候所、却而善政之様ニ申唱 如何共解し兼候事ニ御座候、畢竟右等之為、或ハ藍売 相成
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 私儀、 昨年卯五月中、 西北蝦夷地検分之命を承、 西地より段々巡見、北蝦夷地へ渡海致候所、旬季後レニ相成 南部ハホロ
アントマリ、 西部ハウヱンチン迄罷越、 其余ハ見分仕兼候故、北蝦夷地全嶋之形勢は詳ニいたし難く候得共、姑く耳目之及候所を以推考仕候に、クシユンコタン之義ハ此嶋第一之咽喉にて、西はノトロ、東はシレトコ岬海上へ遠く出、左右之翼を張たるか如く、其内ハ大なる湾に相成、如何なる巨颶狂瀾ニも港中碇泊之船ハ傾側之患無之由、加之其近浦ウンラ」トマリオンナイ」辺魚利之饒なる一嶋に甲たる哉ニ付、洋蛮も垂涎致居候事可有之 是迄度々渡来、昨年夏中も蛮艦五艘か入港上陸 、縦横ニ徘徊仕候哉ニ相聞候 扨又シラヌシより東ノ方リヤトマリ之間にヒシヤナ□之至険有 陸路通行相絶、リヤト□
（マ）
リよりクシユンコタン之間にシユ〳〵ヤと申あ





軍須を積んて賊に資儲を予ひ候様之筋ニ相成、進勦せんと存候而も、主客之勢既 変し候上ハ、容易にハ平復いたし兼可申、且又西部ニも大艦を泊し、ハツテイラを寄せ候所等一ヶ所ならす可有之や 候得ハ、出没迅速、飛鳥ノ如く海上を自在に翔回り候蛮船、何方へ上陸仕候も難計 其毎度西よ東よと人数を繰り動し候而ハ労佚所を易ひ、不戦して疲困は空敷彼ニ愚弄いたされ可申、兎ニ角輪戌之客兵等ニてハ参兼候土地かと奉考候、追々之所ハ定而
　
廟堂別段御経略之御深計も





















 因而ハ篤く相心得、分限に応 義ハ幾重ニも手配を尽申度存志ニ御座候所、当五月初旬西北蝦夷地見分差越候家来之者共、海陸数百里之行程、且海路風待等ニて時節後れニ相成、持場無残見分にハ及兼候得共、西蝦夷地ヲカムイ岬より北海岸モンヘツ迄、北蝦夷地シラヌシより東海岸ホロアントマリ迄、 同西海岸ウヱンチシ迄見分仕 当九月中罷帰申聞候ニハ、北蝦夷地之義ハ何方迄を境と存し ケ兼候得共、姑く先蝦夷人住居致候所迄を限りと取調、西蝦夷地并嶋々周回共総持場五百十六里余、右之内咽喉之地数ヶ所外ニ守兵を不差置候得は不相成、場所彼此取合大抵二十ヶ所程ニて は其土地により多少有之候得共 大率三千人も無之候而ハ相成間敷是とても十分之手当と難申 況や ヶ所や四ヶ所之陣屋取建候とて、中々実用 防禦ニハ相成可申様 殊 北之義ハ曠漠之土地柄、其要地も亦不少、取分クシユンコタン等之地ハ、異国船屡渡来之場所ニて、警衛至て手厚ニ而ハ不相成、外にラツクマカと申所西浦第一之湊と承候得は、是又厳重之守無之候而は相成間敷、然ルにソフヤよ
海路十八里之険浪を隔、仮令手厚之守衛届候とも、応援之利ハ自由成兼候孤立之土地ニ御座候上、風気未タ開ヶす 瘴霧常ニ深く、寒湿之気骨に徹し、初冬ニ至候而は、氷海と相成、寒中ニハ其地に成長致候夷人共迄も皆穴居不致候得ハ越年成兼候体と聞得候故、夏分計 出張とハ乍申、疫死病亡之者も多かるへく、若又海路を敵ニ被絶候上ハ、極寒積雪之内ニ埋れ罷在候外無之 縦然順好引揚 とも、其虚へ敵に拠られ候而ハ、 陣屋兵粮火薬蔵を始、 貯置 品々迄不残彼か有と相成、主客之勢相変可申、又西蝦夷地之義も、既に場広ニ候上、或陸路相絶え、揆送船ニて風合見定往来不致候得ハ不相成所数ヶ所有之、此他諸嶋も皆以敵之足溜に可相 所と差考趣、惣して蝦夷地之義ハ、海岸一帯之路而已ニて、外ニ間道岐径と申者も無之、其上数ヶ所之海路を抱ひ居候故、何方ても敵ニ断チ切られ候而ハ 群々と相成、互 信息も難相通勢ニ可罷成、若又其ヶ所〳〵救援を不相待 自立之手配致候事ニ而ハ、其人勢莫大ニ可相至 又応援之新道を切り闢き候ハヽ、其労費不容易事に可有之との申条ニ御座 右ニ付、格段評議を遂置候所、私領分四十里 海岸要所〳〵へ人数差配り候てハ、其余り幾くも無之、箱館・松前一方之援兵たり共不一通心配ニ御座候所 何を以広 之持場へ実備相届可申様無御座、縦然格段之御取捨を以可成差渡 成丈ケ之人
51
数出張為致候事ニ罷成候而も、交代之間一陪に相成候、右人数兼而其向より御達之通、陸路通行ニ候得ハ入費も不少、其上宿駅之疲弊ニも相成候間、備船等ニ而持場之内、又ハ便利之湊へ着船致候よふとの御趣意ニ相本き取計可申候得共、北海之義ハ至而荒海ニて、漂流覆没之患屡有之 既に文化之度箱館御加勢之砌、家来松野茂右衛門手、六月七日国許能代湊より出帆之所、風合不宜海上に漂ひ、二十五日目にて七月二日稍箱館表へ着船仕候義も御座候、況遠海数百里之波涛を凌き、時々風波之難有 候而ハ、差渡 人数 勧み申間敷、又ハ軍機を取失ひ候事も可有 候ニ付、 時宜ニより入費又ハ宿駅之疲弊に拘り兼 義 や 且又瘴癘之辺土へ家中之者共勤番為致、空敷数多之人命を傷ひ候義、第一難忍事ニ候得ハ、可成丈月数を不累交代申付候外有之間敷 然は年中多勢之往来 於宿駅も不堪労費難立行勢ニも相至可申や、猶又御口達面々、惣て進退駆引応援之便利勘弁いたし 虚飾不流様 実備相整候義勿論之事ニ候趣被仰渡、御尤座候所、国許より数百里を隔候絶地へ、数ヶ所 荒海 打越ひ一条之険路を遙ニ行過、然りも広大之持場を幾許 無 覊旅之戌兵を以守衛いたし、堅艦ニ 大洋を自在に翔回り、瞬息之間如飛数百里ニ出没致候蛮賊を打摧禦止め 前条御旨趣ニ恊候よふ之義如何可有之や、右広大之持場へ勤番之者差配
候得は、其ヶ所〳〵皆手厚ニハ届かたく、彼ハ二艘三艘之船ニても利を択み間を覗ひ、一纏と相成侵掠致 別に奇兵を以陣所〳〵之間 抑ひ、或ハ海路を塞かれ候而ハ、衆寡之勢均しからす、救応之手筋も又絶候事ニ候得ハ、勤番之者共身命を抛チ働き候とも、空敷賊之餌と相成候迄 て 独一国之恥辱而已ならす、乍恐
　
















































 京師戒厳等之節に臨んてハ 少しも御猶予不被成置、勤王之師を挙ケられ、又ハ時之変により利害を捨て 名義之重を取られ候事ハ固より不待論事と奉存
一
 、愈攘夷之廟算決し候上ハ、海ある国々皆 敵に取鏖戦之覚悟に無之 而 不相成、
　
御領中四十里之海岸、咽喉之



































































































































































 天朝へ被遊上書、其冤を雪められ候得ハ、其義赫明宜を得且ツ仰而天に傀られす、俯てハ天下 諸侯に詐られ候事無之と奉存候事之利害、時之毀誉ハ末なる事に御座 得共 義を本として随而、右之通被成候得ハ、勤幕又ハ因循なとの旁議ハ、熱湯を雪に濺くか如乍チ消失セ
　
御筋義之高、後世迄


































































































































































































 天朝へ之御忠節不被為立、一国之士民失望 事に可罷成、右奉申上候義ハ、独愚臣一人而已ならす、評定・一片共よりも奉申上候事ニ而、私始不才之者共とハ乍申 重き御場処へり被召使罷在存志一轍に御座候得ハ、外群臣之存候処も是又同し事と奉存候、扨当時之形勢を以算計致候得 、長州誅戮を受候事と相成、筑波浮浪 面々も逃散と相聞得、
　
 天朝ハ将軍へ諸事如旧御委任、諸侯国々へ 差下候御眷属再被差登候様之御沙汰も御座 得ハ
　
幕府之権勢再本に復し、



















































































御家中一同奉案上、夫れ〳〵上書仕候も有 、血気にはやり候若者共、又 意地強き僻なる所存之者共にて右之通と にも無之、評定・一片に於てハ、約せすして同存慮ニ有 、殊にハ
　
御苗字之面々より申上候筋も有之候得ハ、先ツハ国を































































































に達候様仕度願に御座候 世間 誹議を免れ、又ハ自分 説を立候なと之心得より若く申事に 聊無之、唯
　
御一国之人





























 御上京、御下り之上御当地之御用御勤被遊 得は 両全と奉存候、且ハ
　































 御代々様御洪恩に浴し候得共、愚昧 私御役を汚し居 丈之勤ハ何一ツ出来候事も無之 せめてハ心に蓄ひ 計も
　































御高回御警固に被召立候者に候得ハ、容易に御受仕間敷、又小筒方支配頭被立置、諸事之義支配頭へ被仰渡、支配頭より師役へ申渡、一同へ申渡候義に候所 此表に罷在候五人之者共へ被仰渡候義ハ、於上御筋違に候、又三機局住を加ひ、四拾余人にも可有之、追々御家中一同ケヘル稽古被仰付候様之事にも候得ハ、右四拾余人相除候とも御人勢に不足と申事にも無之、ねらひ打等之御用に被存置 苦かる間敷、扨又当時罷登居候御警衛士之内、指矢執行致候者七、八人有之拙者隣御座敷に大井慶之助罷在 ニ付 所へ打寄朝夕夜と今度日々無怠稽古罷在 、折角上達致候芸術を御指舎
（捨）
、別段












































































御指揮無之とも難 罷登候上は、山崎・石山辺を始、地理をも巡見致候心得 御座候段奉申上 所、
　　







 思召之相徹し候様、 尽紛骨取計 奉対候 猶
　
御意にハ、
周旋家へ携り候者有之候而ハ、当節以之外不宜 故、此義も可心得、且ツ万一多人数之内 行跡等有 而ハ 其者而已之事にハ無之、自然当家之名目へ 関り 故 右取締形も可相心得被
　　
















 同九日、於江戸表被命候義并徳奉対候義儀御物頭鷲尾庫之助・今村喜左衛門へ為申聞、御目附大島源治へも為申聞、今日一同へ申含候段為心得 談 上、菊地長右衛門為立会、御警衛士一纏、御歩行御茶屋番一纏、以順序差出、於御本陣浄福寺広間
　　








 、 一同熟和を旨とし 別而於詰所争論かましき義無之様可致、不得已次第有之候とも相忍、引取候上御副役へ可申出事
一、御物頭・御目付主役之心得ニ而相勤可申事　　























































 朔平御門へ移スへからす、若不得已品あらハ 明日 至別に本陣より可送之と議遂に決ス
一

































































 御前出仕候在々給人、久保田新家之次に被召出候 其他在給天徳寺参候も不相成、吉凶御帳へ 不罷出義ニても、右被
　







門之勤に与らす、空く御本陣に罷在候義被仰付候御趣意とも不奉存候筋を以被申出候而ハ、是又承服可為致諭柄も無之、因而ハ本之慥なる方へ存慮を決し候事に御座 、右存慮形若も御規則形に反し候様之次第有之節は、私壱人蒙 叱可申上、其刻より決意仕候事 御座候、長右衛門殿伺へ之申渡ハ致候得共、皆以私主となり居て存慮を申発候事故、右に本き候事に御座候 扨諸郷より 申立、御差
（指）
揮と申義ハ存も不寄



































出候、七十以上乍勤、首尾能隠居致候者、其御役席ハ 下候得共、勤居候席順に無之 其役之末席へ被差出 、勤居候と隠居との差段如是、養老に於てハ、勤居候者・隠居致候者無差別、子供其者之禄並に被召出候 他事
江
難推其証
一矣、刻齢にハ似 得共、重役之者養老に次席致候とて 大御番之士両御門之如き御用勤候得ハ、役に不拘禄並順席致候而可宜候や、是養老を以他之事へ推し難き其証二矣、奉行・御副役・近進諸役同義ニ而御賞被下 而も 被下物に差段有之、養老に至てハ、金・真綿外に御差等無之、是養老を以他事へ推し難き其証三矣 右之通ニ候所、養老之例を以、此度在々申立通御
差（指）
揮被成置候義は如何と奉存候、出仕被差出
方、 久保田畢而と申筋にハ無之 吟味被成 ハ可相分候下筋
　























り不心得、猶久保田諸士次席致候而ハ、士へ階級被付置候筋と心得候ハ、殊更不心得と奉存候、久保田諸 とて 年始御玄猪之節ハ大御番、大小姓、御小姓其外近進諸役、其々罷出候次席有 、是自然之理にて何ソ士へ階級被立置候と申にハ




















































































































































































成置候様仕度事ニ奉存候、其御手順形ハ支配へ篤と被仰渡、支配より為諭候方可宜や、若取次一通 様にてハ、染々一同之心へ徹し候様に不参候ハヽ 一町より一両人宛御催促被成、於一片丁寧に御諭之方可然や、何れ宜に被処置候様御評議奉願候、猶横手ニて 受致 町内も底に物あり、御受ハ致候而も追々隠居御奉公御暇願なと差出候よふ之義無之とも難申候故、右御受 町内よりも御催促被
　
 仰出之旨を難有奉存、御受致候段神妙に候、猶又為心得被尽御念、被為仰聞候筋を以御申含如何 座候や 旧臘 被
　


































































































































 御本陣御門内右之方、 大小姓ハ同左之方、 各筆頭差図を待、被
　　


























































































大絙を両岸之木石に結ひたるに 是を手繰て大勢之力にし舟を進め、快流を渡らんとするに、若結ひたる処絙摺れ、万一絙絶之之事ある時ハ、其危きや不可謂、又大絙へ輪にして懸ヶたる蔓物只一箇にて、右輪へ結付ヶた 縄も甚細し 乃猟夫に命しらしく、山上 登りて葡萄之蔓を採り来れ、聞とひとしく、猿鹿の如 嶮しき巖壁を駆登り、太き蔓を幾らと
もなく引からけ来る、即命して太絙に添ひ合せ、両岸之結ひたる処に固く繋き、又輪にして別に一ツを 、川前御歩行に命して太き縄弐本を取寄せ、右二ツ之輪へ結ひ、其縄之余りを舟に繞らし堅固に繋き、大絙を力にし、其輪を繰越し〳〵舟を行る之用意既に調ひぬれは、御先より段々相渡され宜旨、注進次第一番 御物頭を渡す、川向一町程之処 人数を揃へ被遊、
　
 御渡候 見て、御先 可進と談、既にして渡畢、かゝる処飛脚両人予か床几之前に来り、拝伏して曰、津軽越中守様飛脚之者に候、差急之御用被
　
仰付候処、川支にて及遅滞候、




 御渡、乍去津軽様之事ハ御隣国之内にも取分 親しく被遊候、時刻移候てハ御用之差支も難計 只今御供之内御先へ繰越候者有之候故、其舟へ載せ可相渡申 、川前 歩行呼寄、右之段申含、繰越御人数之舟へ載せ す 両人地に平伏、再拝して去る、其後暫時ありて、
　








































































 御上京候様被成置度段奉申上、幕府へも被仰立候御都合に候、 当地へ被留置候御達有之上にて可然や、其以前にて可然や御申ニ付、始ハ早速御達可 考より、御達之上可然申上候へとも、かく長々に相成候へハ、御達無之以前被仰立然申
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張、様子を待居御兵具役小川治右衛門残置、御勘定奉行挨拶次第日暮里へ治右衛門行候都合ニいたし置候処、昼過漸申会極候へとも、今日ハ雨天故明日可取運、蔀治右衛門へ申聞候趣、治右衛門来申聞故 異変之義ハ何時無之とも難申、雨天之為変事なき 申筋無之 万一事有 て不都合之義有之候而は、拙者奉対
　　
 御上申訳無之候故 是非今 御取運可被成、治右衛門を以蔀へ申遣候処、尤之事故 同役へ可申遣とて 書状治右衛門に頼、蔀より泰治へ申遣候処、泰治治右衛門へ 々一今晩中異変有之候ヘハ 泰治一騎駆にて日暮里へ馬を走らせ、無差支手配いたし候故 取運候義ハ明 に致度、以治右衛門申越ニ付、 其通承知致候、 右衛門直々 、両頭取へ其段申達候
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 御門近々御受取に可有之、鉄砲 十丁、御長柄十筋同役両人御受取被差遣候故 御足軽人繰致置候様、房之助より為申渡候
　
 同十六日午後、 大槻文左衛門来、 御足軽人繰之義被仰渡候通、同役根本慎蔵へ申伝候処、重き御場所 受取之義ニ候ヘハ、途中如何なる異変無之とも難申、御長柄組 、此節登居候者無之、外御足軽に為持候てハ 事ある時ハ何之御用に立不申、於拙者指揮相成兼候事ニ 、於 足軽共も平生稽古致居候得道具に候ヘハ、心丈働き、死 ても無悔筈に候 共習はさる御兵器を持たせ働き候やふ命令いたし候とて 行はるへき様無之、於拙者ハ御受 り兼候との申条ニ付 只今御人無之処、常式通 とて不相成義に候故、拙者御受可致臨時之義ニ候故 御受被致可然義、色々申談 得共承知不致縦然右衛門殿被仰含候とも、決して御受相成兼候との挨拶に


























































































 命候、左候ヘハ、於御一同も格段謹慎を主と不被成候得は不相成、同番形にて被出合候事に無之 一同無残と申に 有之間敷候へとも、二十人余 人数 可有之 市中回りに 前等不被尋とも、他藩之耳目に触れ てハ各に 無之、秋田の名を指てさみされ 事に相成候 又各に於而昼夜之当番格段精勤被致候処、佐竹之番所ハ精勤に見へなから、大勢茶屋へ行、酒宴に長し候ハ精勤 形のみ 、一体ハ大不取締なと他藩に指笑はれ候而ハ、各之精勤 今日之一事にて皆言ひ消され候やうに相成候、謹慎に首尾能
　



























移と申事ハ、 近頃気之毒に御座候故、 成否ハ如何可有之や、周旋仕見為申と申聞之趣、権平罷越申聞 右は既に
　　
 御本陣本隆寺之事に与力へ談 明日迄挨拶有之候日に付、段々 深切之次第忝存候、乍去其御藩に於てハ御人数一纏に不被成置候へハ不相成との義御尤ニ存候ニ付、此間中其向へ申談、明日ハ別段借入候寺院相極候都合 、折角之御懇志にハ候へとも、右 次第故宜申上候様、其向役人申候趣挨拶可致、権平へ申付候、然ルに此度於浄福寺向方へ断候て、
　　
 此方様 是迄之通御用立候事にてハ、薩藩に於て其始当家へ借置候処、此節に至断り、且秋田へ借候義ハ、秋田藩と打合、表向ハ於秋田立派之事を申候而、内々にて和尚 示談、其手よりして此方を塞候やうに計得之甚しき術策と取受候は 差当之事と存候、且柳馬場御屋敷へ彼藩之者共二度迄参 を、 御対面なき事にても不平を蓄ひ 薩 も大勢、
　　
 此方様御人数も不少処、右怒を洩らし候て喧嘩等始 事にてハ、余ならぬ禍を御警衛士へ及し候筋に御座候、御物入嵩、且御労煩に相成候義、不差考に 無之 へ共、怨怒を醸し候基に相成候義、 如何と存候ニ付申上 何方にても
　　



























































































































































































































































































































































 、紺幕貞治へ其向より兼て差出置候帳面に六重と有之に付其心得にて居候処、右ハ皆々御下しにて 一 も無之趣差かゝり相知れ、土州様にて馬被差置候 板屋ハ不得已其まゝさし置、急段中山兵馬に仕舞被仰付候、先立 右 有 吟味役に不為取調候ハ、 疎漏に有之候
一















 、 七月廿三日、 御警衛所当番主役大槻文左衛門より書状にて、只今松平下総守様御固所より、先日 使者被遣候御答礼之御使者に参候者口上述へ終候後、御取次致候仮組頭へ 是迄
　
 御三家始書回無之、夜回り而已に有之候処、御当所御持場引受已来、昼夜数度 御回りに相見得候、左候てハ 一統へ相障り候様に御座候 何卒何事も 打合せ之上、不都合無之様に仕度、昼夜幾度御回り被成候や、且 出張へ御詰渡し之御人数も殊に多く被見受候、何人位に有之や等之事聞合、近く申候ヘハ
101
　














































































































































































































































































せ、起立候而袴を着し、只今に重て来候ハヽ対面可致故、左様可心得、家来へ申渡控い居候処、小時ありて重て来、裏門御通行之事に致候故、以前申上候義ハ宜との事故、此方へ御通被成度と家頼 為申、 右役僧入来 に付、 以前御申入之節一旦本陣と差定候上ハ、本陣札并紋之幕弛候事にハ難罷成、因而拙者一分之存慮を以 馬にて御乗込不苦と及御挨拶候、諸侯之本陣札并家 紋幕有之処ハ、定而於御町奉行様ニ御思慮も可被為有筈と存居候、愈御乗込之事に候へは、表門上ハ番ハ同藩之士にて、下番ハ足軽に候故 其者共へ心得形申渡候存慮にて居候、然ルに只今御申入之通 裏門より御通行と申事にて候へハ、何 差障も無之、無此上義に御座候、右之通挨拶、役僧引取候上御手判番両人 内一人催促 処 岩崎兵右衛門参候に付、右 次第為申聞各両人燭台を点し、下番へも申渡、常式之通詰渡 申、市中之者大勢故体により下座触等不致とも難申、仮令左様 事有之候とも 各に於ハ何等も頓着に 及、知らぬ振にて可被居申渡候処、 高張も可差出や伺故、可差出申渡候、兵右衛門重て来、役僧参、
　




















 以手紙得貴意候、 寒冷之節御座候所、 弥御安泰被成御勤、珍重御儀奉存候、然ハ今暁讃岐守儀上京 本隆寺粥施行場向見回可被相越 処、表 に御幕張有之候得共、未太
108




 右書状、隼之助御用所へ持参相談ニ付思慮致 処、無余儀懸合之品と申ハ本陣に致置候事不相成との訳に可有之、然ハ外と申候而は、御台尊寿院よりハ無之 同所ニ候へは
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 御読書も差上居候事也、外と不申平元可宜と対候由、十太夫殿・兵庫殿御目通之節 貞治御用人に致候存慮に候、退て相談申出 様にと被遊
　　　




































 皇国武備盛んに整ひ、津々浦々迄急 応する之手配相届候へハ、彼覬覦之心を生するとも非所畏やう ハ御座候へとも天に不時之風雲あり、天下之形勢時として変無きを難恃候、彼既に江戸近海に地を占め、 東ハ箱館、 西又兵庫に地を得此に拠かくてハ敵に縦して附城を築かせ候も同し理かと奉存候、之を譬るに湍流数道堤を噛か若く 堤固しといへとも浸潤奔突 久しき不能無壊、若又蟻穴之隙有之時ハ、其壊れ猶以速なる義と奉存候、今や政道失ふ所あらさ に似たり
いへとも、長防・筑波を始として、処々乱階之有之候へハ、不時之風雲に類し候義無之と安心可相成事に可有御座候や、鄙心之未明に分ち兼候事に御座候、万一聊も蟻穴之患生し節ハ、所謂彼か信ハ可恃之理可有御座候や、是又鄙心 明に分ち兼候事に御座候、将又一旦条約を結ひ 上 今更変改致候てハ天下万民 禍を遺し候やう之筋にハ御座候へとも、姑彼を信義之国と致、 を論せん 兵庫開港 条約を残 不残之是非ハ、天下人心之服・不服に有之 へは、我
　

















































































 扨又兵政之義に至候ても、書経 予有臣三千、惟一心と申より孫子、呉子、司馬穣、苴田単か如きに至まて、或ハ道 以し、或ハ術を以し 或ハ厳刑 以し、其由て行ふ所異なりといへとも、人心 一にする 至 ハ、何れも皆同し事に 座候、人心不落合候を強て被命候てハ、実地に臨み却て用をなす申間敷、昨日も奉申上候通 胡服なと之
　
思召不被為有旨、一同之惑 醒させ候様 成置度義と 存
　
 御国許浮説之起り候ハ 砲術所之内袖そき細袴なと珍 き物に心得相用候者有之より之事にも可有之やと窃 奉考候 往昔永禄、元亀、天正、何れ之国 戦にひまなき頃、衣服雨雪に湿ひ働き自由なり兼 事も不相聞得、一心堅固、勇気充盈たに致候へハ、衣服ハ択み候に 及義と奉存 、因て






 扨又兵器之 ハ、当時大器 専要といたし、殊に大縄筒を雷管に変し、 近来筋入本込を製し候ハ 皆以実地に試み愈出て、愈精しく相成候義に候ヘハ、故轍ニ泥み 膠柱之見 渉り候てハ偶然之幸にて、勝を取り候事有之候とも永久之勝算ハ無之事に御座候、因て御財用繰次第、愈 用之銃砲御製造被成置、一同へも其理を為心得候様仕度 流義ニて 家を被立置家職ニ被仰付候者ハ、先ツ其まゝ被差置候と 、多く之御家中ニ御座候故、相障り不申義と奉存
　
 さて又、精製之火器有之候ても、其稽古熟し不申 てハ、有用之器も無用に属し候故、 家中何れも練熟いたし候御仕向有之度義に奉存候
　



























































 厳命ハ難辞可奉畏 へとも、承服ハ致兼候筋ニ可 之、因て侍鉄砲之事ハ急に不被遊 機会を御待被遊 仕度 居住とも五十人も可有 候や、多くの御家中外一同鉄砲精錬致へハ、此一流ハ先姑被存置候とも、御事欠き ハ不被為成義と奉存候
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 御守衛之御場所へ人数繰出候てハ、主人父子之守護不相届、臣下之身として縦然君命なり共危難に及候を其まゝ難罷在 如何様被仰付候とも、主人之側を 離と思切て之申出、殆んと困入候次第、宜御推察奉希候
　　　



















































 御下国奉成上候に相成可申や、又大坂表も此節柄に候へは、 館入共御用無御差支達上候事如何可有 候や、又海路運送自由成兼候てハ、兵糧にも御差支、金穀二ツなから端座して困され候事に可相至、又此以前
　　























































































 御直に被仰含候ニ付、志賀為吉・白土右門御使者にて問罪之上、 打入申度被仰 、 猶十太夫を以打入御猶予之義御願被遊、両様とも御聞済無之処へ 私被仰付罷越候とて、中々 取揚可相成 有御座間敷、乍去折角
　


























 御城より出立 兼て申上置候通 十三日金山にて一宿、閏四月十四日寅中刻新庄着、宿之者を以手札遣、新庄様 人に行
合申度段申遣候処、承知之段申来、泉恕助相招、一体之義聞合候処、 是迄御打入御延滞に付、 今度猶予等之義申来候ハヽ、即庄内征討隙明之事に致、加州勢其代に可致と参謀存慮之趣内々相聞得、気之毒致居候段申条故、此度拙者御使者 模様如何と定て案し居候事、愈御打入之御決定にて、其事申上候御使者に候故、安心可致為申聞候処、此間
　









為知呉候 にと申談候処、此節参謀戦場へ参居候、右は柴橋之悪る者小文治と申へ庄内にて三千石遣候而徒党を為催、松平権十郎大将之由、本堂寺と申を陣所と定、白岩迄打て出候処、官軍大無勢、参謀も殆んと窮候様子ニて立退候より外なしと申居候、然は薩長之人数纔弐百人計に有之候へ も、必死を極防戦之覚悟にて要地に控居候処、其 子を見て庄内勢繰入候、薩長にてハ何とかして権十郎、小文治 打候様致度と歯咬をなし居候との事、委曲ハ恕助一ツ書に有之候、扨恕助申条にハ、参謀今日八ツ時過に帰候と之事故、其迄
　




















 御本陣へ参候処、 恕助出迎 て 参謀帰之程未聢と不致候故、御用人御引合仕 趣にて、伴野庄司と申 出来候に付 手札遣使者被申付候、大旨一通可 上や相尋候処、夫ハ御目通にて被仰上宜との挨拶ニ付、 直書并
　
 天機窺及御口上書右用人へ相渡候、少々間有之、御 可被成と用人申聞ニ付、脱剣之場所聞合、其処にて脱剣罷出 、右之方敷居外に用人左之方に年若き小姓らしき者控居、恕 ハ一重陰ニ控 候、
　







 右京大夫殿へ不悪御心得之様宜敷との事ニ有之、右ハ最初之御言葉へ引続御申ニ付、此方より申上候間無之、右御言葉終候上奉畏候段申上、此間 達ニ付、右 請ハ
　
 右京大夫より奉 上候通ニ御座候、私出立後矢嶋口、本庄口軍将へ今にも可打入手配致居候様申達置、私此表御用相済罷帰候上、打入候都合に御座 段 上候処、夫ハ感心に と被申候、扨申上候ハ、是迄打入遅延に相成 義御不審を蒙、於
　
 右京大夫深く恐入 、乍去無故延滞仕候にハ無之 抑四月六日仙台表へ差出候使者へ 庄内征討相蒙 ニ付、右使者帰之上人数点検いたし、同十六日一番手領内大沢口迄出張為致候、同十八日両使節被参、翌十九日日数三日を限出兵可致沙汰書差出候ハ、 一番手繰出候三 後に有之、 同日志賀為吉・白土右門使者申ニ付 庄内へ問罪之 打入申度申上、翌廿一日一門家老戸村十太夫出立為致、鎮撫筋相届け申度旨候、然ル処、同廿六日白土右門罷帰 問罪之義 難被及御沙汰被仰出候段申聞に有之、其後鎮撫之義も難被及御沙汰 仰出、 同廿七 二番手、 三番手新屋口、 沢口へ繰出〳〵 追々本庄、八嶋迄繰出候、廿九日にハ銃隊本庄口 繰 、扨四月廿八日被差出 御書面 清川口去廿四 御討入候ニ付 此
121








 沢殿へ申上候通縷々演舌致候処 是迄 御使者ハ左様迄不被申候故、疑敷存 、只今之御申にて相分候、無謀之軍致 てハ不相成筋と申事故、於
　









































































































































































































分、武田・上杉名将と被唱 たに、其近隣之国々と取合、一時に落去為致候にハ無之、度々勝軍之後数年にして其国々手に入候事に候、況当時之如き険阻に拠りて、備を固く居候国々、一時に攻亡し候様之義ハ無覚束、干戈久しく不戢 てハ、万民塗炭之苦を受、果てハ外夷之為其弊に被乗可申、是を譬るに、一家之内互ニ打合敵合、他人 家を 推倒候も同し理と被存候、弊藩之義ハ、四方境口多く、間道も亦不少、海岸ハ四十余里 して清々数ヶ所有 、他を伐ハ扨置、是へ手厚之備行届兼候、 最初庄内へ征討之節 、 仙台・米沢・南部・津軽其外とも皆味方に有 候所 当時 仙台・米 変心之上は、其余 如何可有之や、
　










 御鎮撫被為立兼候ニ付、御一身之義御相談之訳ニ 段挨拶に候、何れ退て之上、又々申上候義も 有 と申候て退出
　
 金大之進より書状来、何く迄も秋田へ 転陣 受被為成兼候段申上候様にとの事に有之候へ共、仙台にて諸藩会評 節秋田へ
　



































台使者可殺企有之、砲術所之面々官軍之手に為掛候てハ難立、此方より先に手を下さんと騒立居 様子 是を差留候ては、自然戦争に可相成、如何可 やと分別付兼候様子、因て早速之心付なから、両参謀へ談候てさし留させ、如何可有之や発言致候処、満座一同々意、片時も早く談候様にと頻にせ
128
り立、只今刃使者に及候やう之勢にて、疾々と被申、差急き御学館へ行、大山格之助・前山誠一郎へ談候は段々聞得候処、薩長之面々仙台使者をどうとか可被成模様、合戦中矢石相交る之間にも使者往来有 ハ、古より之習に候処 未 争にも不及、先頃より参居候使者を、城下近にて被害 てハ、於
　
 右京大夫難済候、御両所様御精分を以何分御差留に相成候様、幾重にも奉願候段申談候処、夫レハ旅宿之者な 狼狽申唱候やう之事 可有之と格 助申条故 拙者若使者之気遣存候心得より申発候事にも可有 や、何れ宜御頼仕候と申談候、暫有之両人より引合度申来相越候処 薩長両隊長出居候故、右隊長之申処御聞取被下 と格之助申条、対面姓名尋候処、薩州和田五左衛門 長州桂太郎 答候 さて桂太郎申聞ハ、是迄 長人粗暴と何方となく唱 あつかり、主人 対候ても難済事ニ存 へとも、 其唱之本不慥に付、 其まゝ致居候、只今之義
　
 太守様御耳に迄相聞得 御使者に御出之義に候ヘハ慥な 事にて、是こそ穿鑿之致処ニ候、 ハ戦場にも有之、其国に罪有之候ヘハ、其国をこそ可討事にて、使者にハ咎無 候、然ルを右 唱にあつかり候てハ、其れ形不相成、何く迄も吟味を願候との事故、段々被申至極御尤に 併拙者義ハ何そ
主人より使者被申付候筋に無之、今日主人当御旅館へ参候ニ付、先番被申付候序を以両御参謀へ御談致候訳ニ候段申候処、左様なれは御序ニ候やと申事故、左候と挨拶致 、太郎申候ハ 何れにも吟味不願 へハ不相成 右吟味之席へあなたにも御立会、私共両人も罷出候と申事故、国にハ各其国之法と申者有之、弊藩にて表立候詮議ハ別段其場所有之、出役之者も定り有之、又内々之吟味に へハ、其支配〳〵にて候法にて、何れも側役之者携り候者 ハ無之候、何れにも吟味済之上可及御談と 御疑申にハ無之候へ も、情実之分り候筋も 有之故、是非私共出席願度との義故、何と申事に候や、段々御談致候通 精々遂吟味、尽情実、各へ其形為御聞致、若吟味不足有之義なれは 其段可被申、左 ハヽ猶又重て吟味之致柄も可有之 国法通を以致候処へ、各 携り被成候て、何を被成 やと厲声申候処、前山誠一郎御御出席なれは情実も相 と被申候事 左様なされ如何に可有之や申条故、誠一郎へ向、前山様あなたにも御両人御出席を 然義と被思召候や、最初より御聞被成 、国法通精細吟味、情実之尽る処迄遂穿鑿候義に へは、 両人御携りハ何を被成候事に候やと申候処、黙然挨拶無之に付、隊長両人へ、 れ吟味之上可及御挨拶申候処 今日中に 御吟味済候様致度と桂太郎申条故、吟味と申ハ左様急々出来候者に
129
ハ無之、其関係之向々へ及問合、聢と引合候上にて極候者に候、夫レとも各明朝にも御出立と申事にも候へは、別段当地暫御滞留之事に候へは、左様急々に無之とも精細吟味之方可宜及挨拶引分候、 右両隊長へ引合以前、 同役へ書状御城迄遣、両参謀へ談候間、砲術所之人数ハ誰ソを以精々申諭、仙台御使者ハ船にて御物川を上りに為立退せ候様被致可然 遣 扨登
　
城致同役并御膳番へ対談形為申聞、懸合柄へ尻を付け来








 御意に有之候へとも 右衛門殿へハ正遣 は同役限 申会にていたし、不行届と 申訳可致との事故 私事ハ御一同と同
様にハ無之、自身罷越及懸合候義ニ候故、重き病名を以可及御申訳ニと眩暈煩之御届出同役へ頼罷下 、猶翌五日朝、大嶋五左衛門宅へ参呉候様申遣、昨日も御一同へ御談致候通、御役被召放、蟄居以上之御科不被仰付候てハ申訳立兼候故、其事ニ被成度頼遣候
　

























































































































































 御心を御用ひ被遊候義にて、田中村へ出候所之升形より中嶋まて真直に土手を 為築、御休橋之此方 台を御設候ハ、泉
川を渡らんとして敵之足淀む所を矢玉を以被打摧候御縄張と奉愚考候、然るを川筋高畠下へ御移候ては、台并土手之矢利を失ひ、御要害悪しく相成候、さて又泉川其昔ハ水勢強く、処々に深き渕有之、仁別山ハ杉之深林、森々と立連り候処、上方より下り候町人 住進にて、仁別山へ杣入裸山にいたし候より、川水手を遂ふて次第に減 只今にてハ深き渕もなきやうに成行きたりと 此方少年之時分、さる老人の話に聞伝居候、乍去暮春之頃深山之雪消候節ハ 水張り、又夏中迅雨ふり続き候へハ洪水と相成 下中嶋土手壊れ候事まゝ有之、此方若き時分、土手きれ 中嶋へ水流れ入、大槻文左衛門下人水死致候事有之 宝暦之昔にハ 下中嶋 居之家ニ或ハ沈没、或ハ流れ、今に至まて中嶋流れ 唱居 前条 台ハ、至て堅き自然之岩にて、此方幼少之時分より今に至て少しも動かす、泉川の快流北方より矢を射る如く走り来り、此岩に触れて水勢折け、又西の方へ流行き候故、下中嶋之土手ハ年々大害も無之候、然るを高畠下 移し候 ハ下中嶋之土手へ川水真直に打付け 故 築立たる柔かなる土手、年々壊れ、宝暦之 災又今にあらはれ可申候、因ては川を被移候事被相止 猶又下中嶋土手足を厚く築足し、上之 を今三、四尺も高く被成、川表水際ヘハ河揚をひしと為植立 土手 表裏へ垂柳と桜を交 栽へ、土手之頂道 広く通し、人畜往来
133
致候やうに被成候ヘハ、花之頃にハ遊人多く、常にも牛馬まて往来いたし、土手次第に固くなり行き、水患も除け可申、右土手を増し築き候には、川より砂礫を取、高畠より土をとり候ヘハ、人力も多く労せすして出来上り可申 畠を崩し田に致候へハ、農夫に於ても却て勝手之筋と存候、第一御要害に障らす、次にハ水患を除き 又農民にも利の有る事に御座候故、何分改て御申会、右之通に被相極 様仕度、田中村後ロ西手に有之田ハ美田にも無之、且少々川欠有之候とて、御高く差響き候程 も至らす 御要害と水患と 比 候へハ軽き筋と存候、以上
　　　
 弘化三年丙午正月十一日、詰役支配見習被仰付、同月学館長一同列座之節、 祭酒楢山野上先生、 拙者之座に就き、懐中より 冊を出し、是は陰之間講釈之節 脱剣 義て候、貴公へ重く委託致候故、後年に至復旧、帯剣に相成候様御精分被成度とて、右壱冊拙者へ相渡候ニ付、諸先生も多く被成御座候故、何分其方へと再応辞退に及候へとも、存慮之旨有之、貴公へ委託致候処、御辞退にてハ拙者本志を失候筋 是非と被申候ニ付
　　　
 黒沢先生へ向、如何仕可宜候や申候処、国佐殿折角被相託候義故、御申に従ひ可然 申 ニ付、此上辞退申上候




















































脱剣之侭講席へ着、講釈終復座、帯剣之上御膳番御目録被下候趣被仰渡候、右之通相極候以来、天保六未年迄九ヶ年中連綿罷出候義ハ、御側方ニ而も聢と相心得候筈ニ御座候 右之次第ハ瀬谷小太郎 高橋小平へ 無間違相伝 所、小太郎より奥山九平へ相伝候節如何間違 哉 同年御初 節、九平帯剣之侭
　
 御手熨斗拝領仕候ニ付、甚如何之致 故 以来帯剣ニ而陰之間へ入申間敷旨被
　
 仰出候間、帯剣不相成趣御膳番申聞ニ付、同年十月六日、小平御講釈之節より脱剣罷出候、扨九平不念之義ハ、於私共も恐入候得共、夫ハ九平壱人之不念 而 私共一統之学長へ可相預様無之義と奉存候 且九平迚も小太郎申 に 座 得ハ、小太郎間違と相見得候ニ付、其段八郎殿へ御伺之上 御側両役へ私共相揃申談候ハ、九平不念之義ハ私共ニおゐても恐入候事奉存候得共、夫ハ九平壱人へ相預候事ニ而、且九平迚も小太郎伝ニ従 ハ 旁私共学長一統へハ不相預義候
135
故、是迄之通帯剣罷出候様被仰上被下度旨申談候所、各帯剣不致候而ハ、御講釈不相成訳有之候ハヽ可申上候、左も無之候ハヽ難申上趣申聞ニ付、無拠見合、去辰春中前段之次第書取、先規之通帯剣被仰付候様御取扱被下度、松翁殿へ御内談申上候所、段々御取扱 下候上、被仰 ハ、陰之間ヘハ帯剣罷出候事不相成所ニ而 東家拙者共罷出候節も 御小姓詰所ニ而脱剣罷出候故、右之所ニ而脱剣罷出候而可宜、若右ニ而も不相済候ハヽ、別段可申立被仰候ニ 、思慮 重、又々此度申上候、学長帯剣ニ而陰之間へ罷出 義ハ
　
 御先代様より之御側之所伝 者も無 、脱剣罷出 得共、段々吟味仕候所、中山祭酒
　





 是歳二月、楢山先生下世外先生ハ、帯剣之義ハ固ふして不可解之存慮ニ付 空しく歳月を送り 安政元年甲寅四月中助教被仰付、乙卯歳江戸へ登り、丙辰歳
　


















































































































































 御上之御為筋と存込、申 之義に候へハ猶更之事に候故 一応右面々へ老中へ不差出 目付へ差出候義不済次第申諭、以後之処為相心得、其上にて篤と老中 申立被差下 并御叱等之事ハ御延引之事に致可然申会候処、何れも同意に付 拙者御長屋へ右面々呼寄せ、重太郎相揃縷々申諭候上、助右衛門相揃帯刀殿・弥太郎殿列座へ、御警衛士之面々 上疏御用所へ不差出、御目付へ差出、猶立入候義迄申上候段、御腹も御尤にハ御座候へとも、畢竟ハ
　




























 御止宿、伝也・拙者同旅宿にて各別座敷に居候処、会津藩中三人当駅へ止宿致居、 宿之者を以伝也迄引合申度申越、 伝也・富岡英之助向方旅 へ遣 何等之御用に候や私へ被仰聞度申候処、御重役へ直々御談致度申聞 由、重て只今着致、御用も取込居 且少々不快にて居候故、乍失礼御遇仕兼候故、用之義ハ私に承候様申付候段為申 処 以前申候通御手元へハ御談仕かたく、拙者共差急き之旅に候へとも、今昼より
　
 太守様 着を相待控 候、此上ハ 手元へ御取次不相頼直々拙者共御旅宿へ推参致との申聞にて、不可当勢に候段英之助申条、陰之一間にて此方聞居、襖を開き不苦故遇候て可然、拙者も御同 向方申条可聞取 とて待居 処、旅宿之亭主を以案内之上入来候に付対面、手札遣 向方役名尋候処、上席なるハ総髪ニて三十五、 六と見へたる年齢、 御用人相勤当時ハ郡宰と対ふ、次なるハ四十 、七と見ゆる年齢、文武館総督属役と対ひ 末席なるハ三十余 年齢、監察 対へたる、さて先刻より
　































































































































 沢殿へ随従之者を斬戮之風説より気遣形隠々と申聞、右言葉の内に僅三百人前後に候へハ、如何様にもなるへき筈に候へとも、本国にてハ其まゝ可罷在筋無之なと申に付、其本国之大小強弱に関り候筋に無之、於主人鎮撫使を格段奉敬候義に候へハ、其随従たる両藩之士を率爾之事可為致次第、曽て可有之様無之申述候処、猶懸念 模様 付、万一右様之義有之候へハ、正義於貴公御面前刳服可致と申候処 始て案堵 様子にて、赤間関合戦之事なと話 及、さて
　





















































 思召通御用向万端行届可申や、如何共無覚束様 被存申 、扨又御隠居との
　


































































 、背に出、虚を擣ハ兵法之必然る所に候故、庄内接戦に及ふ時ハ湊新屋之御要心肝要と奉存候、柴橋 一揆を起し、新庄応援之天童・上ノ山勢を引揚させたるにても、彼か軍略可計知るに御座候、若新屋へ舟にて上陸、放火被致候てハ、御先手後ろへ心牽れ 敵 向ふ之勇気撓ミ可申、殊に湊ハ此節着船多く候故、猶更之義と奉存候、船頭水主なと自由 往来致居、本道内郷之案内も十分心得可申 若右船へ敵兵乗組、湊を放火致候様之事有之候て 浜手 台場大砲、皆却て敵之用と相成勢に乗し、内郷より被斫入候てハ
　
御城下而已な
らす御城中迄も動き立可申 是第一之義 て 御手抜に不被成置事と奉存候故、御守衛形ハ厳重被成置候様仕度奉存候
一







 三之丸へ近く御籾蔵へも自由ニ被通 、右不戻か沢へ柵を高く被付置、猶大木屋へ回番被立置、大木屋守始常出之者夜中時代りに為回 町人 内能々人物 吟味、一刀被差免、右加番被仰付、宝鏡院一派之僧共へ同寺境内警備被仰付度 八幡坂上
　
 八幡宮後ロの土手塀を乗越候へハ 一乗院境内 入候故、是又御締被付置、一乗院一派 僧を同寺境内并
　





























 御領分を賊に横行被致、是を撃之心なきと申より被侮 ハ尤に御座候、段々寒気に相成候へハ、病人も多く出 又大川泳候てハ神宮寺之守も皆あた 相成可申 只今之内賊を不残打留候とか追出に無 候 、御大事に不至と難申候
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 仙北に太平山道と鐫付候石を立候処有之、又岩見越之間道も有之、 神宮寺之守固く候へハ、 鄧艾か蜀を襲ふ之故智を用ひ、険を越て守なき処に不出と難申、岩見之台へ守を付ヶ、寺中握内、或ハ目長崎之辺へも番手を被差置度 事
　　　





















































 御当領より打入候御人数と合、并鶴岡城下に涛居候趣に聞得候、 万一不虞之事有之候てハ大混乱、 備を立候事も成兼可申、何とか一手〳〵引離れ、要心堅固為致申度
　

















































































 箱館へ根拠せる徳川之脱走人征討被成候とて、三千余 申事に候へハ、一々首を並へ打取候と申事ハ無覚束、縦然箱館被打敗候ても蝦夷地之義ハ竄伏可致 土地多く候故、便 覗ひ場所〳〵へ儲候米掠奪いたし、幽僻之地へ潜伏、討 向ふと聞いてハ遁散して又集り、或ハ険阻に待受け、或は不意を襲ひ候様之事にてハ不毛遐陬、寒湿之地 軍勢 曝し、窮討勦















 御像り被遊候やにも奉考候、黒沼之義ハ、其昔長野後より広面村迄水蒼々と湛ひ、 崎村は水中へ突出湖心高と申有之由、畢竟右を第一之御要害 被成 故、長野之後へは土手御
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 御当家・仙台・南部・津軽をして東西北蝦夷之地を警衛せしむ、右ニ付見分之役人早々可差遣と命す、余国学助教 以勘定奉行志賀猪三郎と四月廿八日見分 命を蒙る 初幕府之命従江戸申来る也、余軍事係にて勘定・評定奉行両奉行及副役と評定方楼上に会す 不毛之辺陲其他名を聞くも始てにて、且険海之波崎を凌かされは、其 に至ること能はさるを以、満座皆難む 色あり、余乃衆に対して甚不行届にハ候へも、私にて宜事に候へハ、被仰付次第可罷越と申、是日猪三郎先命せられ、余其次に命せら 、執政命する之時不肖之身分行届兼候事も可有之候へとも 他之義と引違、不毛之遠地に候故、 辞退不申上御受仕候段申候て御礼相済 一同へ吹聴何れも数百里之遠境、気候不調 地所、御大役に候と挨拶な
り、老中回勤、同寮へ為知、家に帰り
　




 マシケ本陣屋、ソフヤ・クシユンコタンは出張陣屋と幕府之命故、大体之人数積して三ヶ所 陣屋 小棟数積して図となし、大縄織衛に託し 材木板等を始、雑具 什器、米 味噌、塩、酒、香の物とも船積にて差回し 事に為致、さて召連れ候者ハ 鉄砲巧者之足軽 其外万事世話為致候者被付置度申立、足軽、兵具足軽、小 、町同人等被仰付、右 内足軽二人、兵具 二人、都合四人宛猪三郎・余と二人へ被付置たり、家頼ハ別に家之普代にて各一 宛 外に能代湊より数年来水手致候者猪三郎呼寄せ 両人 槍持 草履取とす幕府之命ハ見分一通故 鉄砲弾薬ハ長持へ入、又陣営落成之上、扇章之旗を立 幕を打、幕府役人之見分を得候存慮 、手長旗 番指旗各三流竿とも
　




 十二日、津軽三厨着、十七日まて順風を待、十六日英吉利軍艦二隻入港 一隻ハウテツ之崎に碇泊、一隻ハ岸近く乗よりハツテイラにて上陸、縦横に往来 神祠之鳥居へ石を打、家毎に入りて様子を視、鳥を弾して土人にその鳥を為持 供にして歩行き、驕肆無所不至、余両人之旅宿勝手之方縁前へ来り、筵にて包みたる旗竿を手にて探るを足軽叱 たるに、始て立去たりといふ、其さま如何なる事を仕出さすと難申、且今別陣屋に居る津軽警衛人数皆松前へ渡り、人之制 るなく日暮近くなりて皆本船へ帰る、夜に入万一旅宿乱妨被致候様之事ありてハ、独銘々之恥辱にならす、
　
 御国辱に候故、 不虞之儆可致と猪三郎へ談し、 足軽共に申付、鳥銃へ丸を装させ 着之時見分 置たる旅宿、後之山 平かなる処にて、 此方銅たらひを以て相図可致故 其相図を聞き、一同山上へ纏ひ可申、打 と令し候ハヽ鳥銃を可打懸 御小人共ハ両人宛便地を見定め隠居り 蛮人を一人なり二人なり引捕ひ、 縄を係ヶ捕候相図合言葉に いたし、 集りて警固し平館へ引立行、番人へ渡し 弘前へ為仕送、後日穿鑿之種となすへし、 家来以下之者共ハ、 荷物を山上台 之方へ運ひ引揚之節ハ貝にて相図可致候故、貝 音に随ひ、要地へ纏ひ
可申、右之義ハ、旅宿〳〵より壱人宛催促従申渡、手配既に定りぬれは、旅宿之亭主へ飯を沢山炊き呉候様頼候処 御一同様御旅宿に相成、私家ハ大安心に御座候、御飯を炊き候事なとハいと易き事に候とて、早速炊き出したり 銘々之腰兵粮入へ為盛入、別に飯継へも為入置、余ハ小手臑当して太刀打刀を帯し、 塗笠を引よせ具足櫃にかゝり仮寝す、 足軽同心、小人代々潜に斥候に出し置く 夜半之頃 ツテイラにて乗寄せ両三 上陸、様子を覗ふ体に有りしか、少時あ て又乗戻し、本船へ帰りたりと注進す 其後ハ不来 十七日暁順風之告あれは、朝飯を喫し舟を 艤、蛮艦之間を乗り通り、龍飛中之潮白神之険浪を経て、福山に 着岸す
　




 六月九日、イシカリを発し アツタに至る 是日微雨十日も時々小雨、風筋あ く出帆ならさる申出あり 乃ち志賀猪三郎へ申談せしハ、出立前絵図にて地勢を考るに、此処よ浜マシケ、浜マシケよりマシケ之間山道無之 但浜マシケよりマシケまて之間にハ古道有之由故、往々ハ其道通 んなれ
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とも、浜マシケへ之山道無之、海路一方にてハ事有る時に臨み、海路を絶れなは、援兵ハ固り兵粮も継ヶかぬへく、因てハ是非山道を開くへき之内慮にて居 ぬ、今日は出帆なりかぬると申事故、此方ハ山中を浜マシケへ越なん、行暮れなは山中にて夜を明かす之心得なりといひは、猪三郎道なき処を始て通るハ危き事なり、延引可然と答ふ、出立以前より之心懸故、是非存志通可致 若 に迷ひたる時ハ 鉄砲を鳴らさん、其節迎之者被差出度と申談し、支配人催促、右之段申渡す、支配人頭を下ヶ、少しためらひて 此 ハ昔間宮倫蔵様御蹈分可被成と 御通し候処、山上より石落ち、御先立之蝦夷人壱人石に 撃死候故、と も難通処とて御戻り被成候、堅雪之節に候へハ、通り候夷人 有之候へとも、夏 生ひ茂り候節ハ壱人も昔より通り候 無之、乍恐御延引被成置可宜申条ニ付、見分被申付相越たる上ハ 山中 り 可視所ハ覧されは不相成、 是非見分可致故、 野宿 心得にて味噌米、鍋等用意、先立可為致申含たり、支配人迷惑之様子なから、渋々に畏れりと申 さて究竟之若き蝦夷人六人 番人両人先導にとて差出せ 、右蝦夷人縁前へ呼出たるに、内二ハ兄弟にて魁
そうおとな
酋の子なりといふ、六人とも骨柄逞しき者とも
なり、乃於面前赤椀にて酒を為飲 携たる弓煎にて試に縁前左にある岩へ為射 予莞爾として其通なれは 熊何匹出たり






へきしるへにと右之大樹を白く削らせ 年月日此処を通ると長山茂に書せたり 頂 較平なる山上 て腰兵粮を使ひ、又下り上りして断崖よ 浜辺に出たるに、磊々たる大石波打際より山脚まて一面に布けるか若し、多くハ円き石 し 、草鞋之踏む所定りかね、失脚して踣んこと 恐る、石 踏みて
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行こと壱里許にして、大巖に遇ふ、刻ミを付けたる木を倚せ掛け有るを、其刻へ足をかけて巖頭に登り、下て次な 巖腹に洞穴あるを透り過き、又大石をふみて行き、前と都合一里半程 して浜窮り、又山に登る、崎嶇上下一、二峰を経て一密に躋れるに、巍然たる巨嶽前に当り、峰頭雲に挿む、番人此大山ハとても今日中にハ難踰、且是より向ハ猶更高山多く、日数重るとも御通りに 相成、此処限りに被成置度と申出たり、予其れハ不相成、幾日幾月かゝるとも、此山中行き通さぬ内ハ止み難しといふ 番人退きて其火伴 何か相談之模様なり、予仰て日を視るに、既に西山に傾んとす、夜にかゝりて此大嶽を踰んハ如何 内心 ハ思ぬ、少時ありて番人進み出、 嶽之陰にハ番屋有之、今日 其所に御止宿被下度と申、其番屋へハ外に道ありや 尋 海上より参んと申、舟ハと尋たれは、夷人を為遊取 遣 申 海上ハ何程あるそと尋たるに、往来二里も有へくと申て、蝦夷人を山より下し、海に入らしめた 一日も山上よ 下り、浜辺に出、沙上に座 て待つ、良久して蝦夷人櫓を揺し 其処之番人と同しく来る、乃舟に乗て 屋に至る 日已に暮たり、 名をコキヒルといふ、是迄経来 山中に崩れ懸 たる石崖頂上に聳ひ、其下に崩れ落ちたる石之砕け多く散り布きてある処ハ、彼の間宮倫蔵か戻りた 地ならんと想はる
　
 一同酒を酌ミ、 飯を喫し、 蝦夷人にも酒を与へよと命せしに、何方へ行しや、一人も不見得といふ、久しくありて皆来る、之を問はしむるに 熊を射取らん て乾魚を積る、蔵之屋上に伏し居たれと不来故帰れりと答ふ、酒を与ひ終日之労を慰め居たるに、俄に物を折り破る音聞ゆ、蝦夷人ともそれ来るそとて皆弓を援りて馳せ出れは、熊ハはや蔵をや り苞に入たる乾魚を荷ひ逃去れりといふ
　
 十一日、晴に乗し、払暁発程、前夕熊之破りたる 見るに、板を放ち、太き貫きを二本折り、多く積みた 苞之内より抜き取りたる所ありて、山より往来せる之跡あ 其跡 躡ミ澗口より竹を分けて山に入り、峰 登 、又下りて小山を過き、浜に出れは今朝出帆と見え、志賀 乗せたる舟岸近く通る、我浜辺 たるを見て 舟を岸 着けた 猪三郎もふ是きりにして舟に乗へしといふ 予対ふ、高き峰を今二ツ三ツも踰たらは、やかて浜マシケな へし 半途にして舟 ハ乗らす、然し疲れたる者共ハ舟へ頼まん 足軽両一人、予か草履取之老僕とを舟に載せた 、晩にハ浜マシケへ になるへし、野宿 用意ハ最早入ましといふ者有るに任せ、米味噌、 鍋なとの類ハ舟に取り入れ、 酒酌かはし志賀氏 分れ又山に入る、入ること益深くして山益高く、昨日歴来比すれは峻絶なるこ 更に甚し、秀嶺函谷 上下する之数を
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重て、一処に出たるに、断岸峭立絶壁如庶、浜に下る之路絶え、夕日既に海 没せんとす、遙に海上を瞰渡すに、志賀を送りて帰る舟真帆にて浜マシケ之方より馳来る、予か槍へ下人之菅笠、手拭なと結付招けとも応せす、於是足軽に命し、十匁筒へ二ツ玉為装 向ふ之石山へ為放たるに、山谷に響きて音高く聞え、海上なる舟人之心にや徹し 先帆を下し、舟を漕よせたり、断崖之 より酒有りやと問は むるに、無と対ふ、飯ありやと問えは有りと対ぬ、飯と香の物を持来るへしといひは、飯櫃へ香の物とり添、断崖之下へ捧け来るに、石壁嶃然として不可登、又下るも得す 之縄と是まて用意之為、為背負来るを命して松之根に結ひ付け 其末を壁上より垂れしむるに、一ぶうとて十九尋ある縄石壁之半 及へ平地まてハ程遠く、予足軽及下人とも 帯を解かしめ、猶も足らすハ手拭を結ひ合せて之に続けと命す、既にして衆人帯手拭を繋き合せて縄へ結ひ、崖下に及へは其端へ飯桶、香の物を為結付釣上たり、さて此処にて一宿するよと為言聞たるに、志賀へ注進するやらん 浜マシケ之方へ其舟漕き戻したり、此断崖之頂上に一本之大樹ありて直幹雲を凌き 枝葉四方を蔽ふ、其傍にハ破りたる柴の堆く積る多けれハ、乃大樹之下を占めて宿留之所となし、柴を高く 之 焼い霧気を退け、又足軽に代〳〵不寝番を命し 紙玉之鳥銃 絶
間なく放たしむ、皆疲れて眠らハ熊之害あらんことを恐れてなり、足軽共固く命を守り、鳥銃を鳴らし、貝を吹て守之、両日山中に行暮したる疲に、番足軽之外ハ皆太刀打刀之まゝ肱を枕に眠りたり、東方白む頃 皆眠りを為醒、大樹之下を立出、山脊澗流をしるへと て 浜マシケ之方へと志、一里余も行たるに、前日浜マシケへ告け知らせんとて衆を離れ蝦夷人壱人と行きたる番人是も行違ひ、山中に宿せりとて、未た其処に居たるに行遇ひ、同 して山を下りたるに、大谷の両岸開け、澗流石に激してみなき 落る処に出、如何して渡らんと見めくるに、下流之方 大木之此方之岸より向之岸へ倒れ懸り、 恰も橋の如くな あれは 天之与 何れも喜ひ、予ハ槍を杖にして大木を渡り、余ハ皆匍匐して渡る、澗流に沿ひ、山麓 回転 下ること一時程、清泉の岩間より湧き出るに遇ふ、口を漱き、面を洗ふて小憩せるに、浜マシケより迎之者酒と熱き飯とを携来る、皆欣然として酒を酌ミ飯を喫し、 を先立にして次第〳〵に山を下り、又小密に登りて下を眺むに、碧海瀲灔、日光を閃かし 密 之沙觜に小舟を繋けり、予か下るを見て来て迎ふハ足軽共なり 能く生きて御出、志賀様ハ大案しにて被居たりといふ 予笑 舟に登り、海上七里を経て浜マシケ 至れは、志賀老人始、一同出迎ふ、志賀一夜眠らすして案し居たり、此方之申事を用ひ
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すして人に苦労致させたりといふ、山中之見分ハ存志通りいたしたれとも、御快寝も不被成、御案し被下候ハ、さて〳〵何とも〳〵御苦心を懸たりと挨拶して運上屋に入、今日ハ風筋宜と申故、 マシケへ出帆と思し 山中之安否も聞かす、此方一人出立可致筋無之故、舟之用意ハ止めさせたりと志賀老人いふ、順風ハ今日ありて明日ハ期しか く らは只今より出立すへし、併最早時刻ハ九ツに近かるへく、舟始末間支度せんとて、午飯を為出食し、畢て直々乗船、九里之海を経てマシケへ着船せり
　




 十四日、マシケを発 、廿日ソフヤに至る、於同処猪三郎へ相談せしハ 老人之事故、自是北海岸見分可被致、此方ハカ
ラフトへ渡海見分致へしと、廿五日十八里之海上を渡り、北蝦夷シラヌシに着岸、山上海浜巡視、畢て廿八日舟にてシラヌシを発し、海陸を経て七月二日クシユンコタンに至る、廿八日哺時ヒシヤサン之海上にて舟を暗礁へ乗り上、舟膠して不能、移浪につれて左右へ傾き、舷殆ん 浪に貼せんとする者数たひ 舟人狼狽、喧擾不知所為 夷児之舟に寄載 る者声を放て啼哭す、予か老僕 若きより水手にて数十年諸国之海上乗り回りたる者なる 、予か前に来 、御覚悟可被成といふ、覚悟とは如何と尋れは、只今にも舟底開けなは、皆水に没せんといふ、予乃皮箱之中より緊要之書付類取出して之を懐中し、緒にて懐中之上を束ね、浴衣一枚を着し、太刀を背負ひ、打刀ハ帯へ下け、緒を以て結ひ付け 帯 固く結ひ、紺足衣をはきたり、是ハ海中足の白く涛に閃くを大魚り噛む之事、嘗て聞けるに由てなり、又足衣之内へ水入なんことを考ひ、老僕に命して太き縄にて足衣を横にいな結といふになさしめ、舟裂け、或ハ覆らハ力之及ん け游かんと用意せり、時既に夜に入りて天に月なく 岸 距る 遠近不可得知、長山茂心付きにて船之縄 続 合せ 蝦夷人をして海を游きて縄を岸上に繁かせ 其縄 手繰りて岸 登らハ危きことなかるへしと、乃番人に其事を命す 番人蝦夷人 縄末を為持、舟之上より海中へ突落せは 蝦夷人浪を跳 越岸
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之方へ赴きぬ、少焉ありて立還り、夷語にて云々す、通弁之者訳して曰、岸を離るゝこと遠からす 水も亦深から して乳まても不及、縄ハ木の根へ結ひ付けて来れりと、衆皆喜ひ舟を下り 海に入る、予か前にハ番人提灯を持て導けり、予縄を手繰りて行きなから 提灯の光に水底を瞰るに大石沙中に碁布せり、石之間々をたとり、岸に達す、其遠近二町余にもやあらんと考らる、水ハ纔に予か腰に及 り 今暁シラヌシにて煙火を熾んにして綿衣を重ね 海浜巡視せるにハ、狐皮を綿衣之上へ襲ねて猶寒かりし、況や夜に入浴衣壱枚 て海を厲
わた
りしことなれは、肌膚粟を生し、海風冷かにして骨に









満ちて暗礁より自然に浮ひ出たりとて、又此地へ着せり、予舟に乗りたる蝦夷人之酋と番人とを催促せしむるに、刻を移せとも不来、三度に及始て来る、右両人を予か面前へ出したるに、恐怖之体にて不能仰見、昨日ハ大に辛労、別して夜にかゝり舟を岩へ乗り上け、船中一同格段骨折のみならす、苦心もいたし候事、先ニ舟ハ損せす、此上なかりし、聊 から酒を遣故、一同給へて緩々休息いたし候へと申渡、長山茂をして五円金を両人へ与しむ、初催促之節、厳重之叱を可受やとて遅々して来らさ しに、却て慰労之辞を受、且金を得、意外之事にありしとて、喜こと限りなかりしとそ 予か若此せしハ、此後同藩より渡海之人数多かるへく、土人之心を得すしてハ、諸事差支ふるあらん、往々 心服し 、楽んて役に供する之仕向をせんとの内存なれは 先ツ其始をなせるなり、福山より蝦夷地に至まて幕府之命にて見分なれはとて、駅々之長ハ上下にて送迎、夷酋ハ陣羽織にて送迎、一同之賄ハ皆其土地にて致せしかと、予猪三郎へ談 運上屋毎相応 金子を遣し、 夷酋に 醇酒 為飲、 人足に出たる夷人格別辛労せる時ハ、酒を与ひ、北蝦夷地 ハ用意之齎針を与ひたりしに至る処 皆欣然とし 喜ひたりたる夷人とも別るゝ毎に惜別 実情、皆隠然 あらはれたりき、北蝦 巡視畢、還てソフヤに至り 時、残し置たる足軽
160








に、運上屋之東南両山開け、清泉其麓より湧き出る処あり山上へ人数を登せてハ防戦に利あり 又山間より備を繰出すに、人数を不被見切 湿気もなく最上之土地なれは 其処へ縄張出口之道作り様まて縄張して図となし、又俄羅斯人今年五月此地に来り、営を結へるを、去る之後焼払たりとて柵之根猶土中に残れり 予其柵 根に循ふて営中を案行するに、 いと巧ミに要害を占めたり、 此地ハ平かな 岡頭に て運上屋を眼下に見下し 松前陣屋に斜に対し、北方崖下なる海浜之道を真直に睨 、海上ハ遠くまても眺 れ 是亦要地なれは、材を為打、出張所と定む、大薬庫ハ前 山間陣屋奥之方へ定めたる 如何しけん、予か江戸に之きし後、営築きて火薬庫を敵付け之方へ建たり
　
 清水平三郎山中にて海浜 離れたる を見立置たるハ、漁時に当り、在陣の人数邪魔になる事もやと気遣しよりなるへし、又右清泉ハ金生水と名付け置たる名水なり て自慢せるに、 其近くへ陣屋を定められ、 旁不得意之様子に見へたる故
161
此名水ハ如何程汲みても尽ることなけれハ、陣屋、運上屋双方にて用ゆるとも不足ハ致間敷、又漁事之節出張致居たる人数ハ、軍法も厳にして、其頭にも心之届たる者撰まれて来る筈なれは 其時にな やう之事 決して無之段為申聞たるに、 始て安堵之顔色に見へたり、 其より南ハホロアントマリ、北ハシユ〳〵ヤを巡視せり、此シユ〳〵ヤといふ 地ハ、マリオンナイ之向方にて、ルフタカよ 之陸道なれとも、潮満る時ハ小舟にて往来、潮退く時ハ小舟 膠し、又歩立にてハ泥沙半身を没すといふ、予審に地形を覧て、菶莾の刈払を好くすれは、陸行もなるへしと考ひたり、七月五日舟に クシユンコタンを発し、海上二十二里にし リヤトマリに宿し、七日リヤトマリを発し、海上九 陸一里余 して ラヌシに還る、運上屋玄関に 福山侯家章之幕を張 松前之備頭クシユンコタ より還りて此処に逗留せ に 座敷を明けて別間へ引取り居たりといふ、因て支配人呼出 玄関へ松前様御紋之幕ハ備頭之衆被居たる故に可有之や、表座敷 此方居り候事に候へ 、憚ある事ニ候故納め 申 又松前様御人数厳式可被居、座敷を御譲りハ痛入 、此方は少人数故、如何なる手狭之処にても不苦、此段備頭之御方へ可申上と申候処、支配人退て重 出来り、幕ハ主人之御馳走に為打置候故、御斟酌被下候に不及、座敷ハ私共勝手にて引移候ニ付、
是又私共勝手に為御任被下度との挨拶なりといふ、引継備頭出来り、時候之詰開済之上、只今段々被入御念被仰下 申上候通之義ニ御座 故、宜敷御承知被下度と申、 幕之義ハ如何とも憚入候事に候へとも、 難有思召之処、 強て申上候て却て厚き思召に奉戻恐入候故、御申に従ひ可申 座敷之義も御勝手と有之事故、 此まゝ罷在候段ニ御丁寧之御取扱、帰国之上ハ主人へ 為申聞可申と挨拶 四方八方之話になり、備頭退出
　




































 廿七日、マシケを発 、ヲフイ之岬を越して風かはり、ヲフイ番屋に舟を寄せ、マシケより齎したる酒飯に 午餉 、順風になるへき模様なきにより 木枕を取寄せ、午睡を催たるに、付添之番人家頼まて、 ても浜マシケまてハ帆かき候不申、御戻り被下度と申出、家頼其段申聞なれとも不構におけと申て臥し居たり、又重て番人申出、眠れる如く て臥し居る、三度に至り其番人是 出せと申渡 起直りて面前へ差出し、何にと戻れと申のか
　
















御供之御取扱にハ致方御座りません、此方さへ右之心得なれは、付添并下之者共 何にも申筈かなへ 重て戻れと申すなと又枕に就て眠る、番人殆んと困せる様子にて、度々オフイ之岬へ出、風を考ひたると下之者申せり、一時程過き番人馳せ回り、風か直りました、御乗船被下度と申出、即起きあかり、始末を整ひ舟に登り帆を揚け、浜マシケに着す 同所にて外之舟ハ一隻も見へさるに、只一隻此風に馳せ来 ハ不思議と申居たりと支配人申せり、マシケ 送り来る番人 予前へ出、今日ハあなた様之御蔭を持まして 不思議に 渡に被為成、私共迄誠に難有御座りますると染々礼を申たりき
　





 右京大夫にハ諸事篤く心を用ひ、私共出立前にも御用筋大切に心得候様申付候次第も有之、右重き御警衛之陣屋可取立、材木へ商物等積交せ 義ハ、曽て可有之様無御座、又役人共に致候ても、主人存志に相体し 公儀を奉重 義ニ御座候へハ、是又右様之義可致筋決して無之候、然るを段々被仰達次第に御座候ヘハ、乍恐町人之申立を御取挙け、大名之手内を御疑被成置候筋とより被存不 、 察当を蒙り 其まゝ罷帰候てハ、主人に対し可申開言葉も無 座候 私共幾日たりとも御当地逗留罷在候故、伊達林右衛門御糾明被遂置被下度候、右申談候処弥五郎其林 衛門申立書載此方へと申ニ付差遣候処 弥五郎書載受取 只今にと申て引取る 如何なる挨拶可致や、其申条により微塵 拉き可申と、折角にて控居候処、良久ありて弥五郎出来 以前之書載ハ上けぬ事 致ましやうと申、気を盛んにして待居たる処存外之挨拶、因て申候ハ、左様なれは陣屋材木へ商品積込候と申御疑心相晴れ候事に や相尋候処、左様て御座りますともといふ なき立致 、伊達林右衛門如何被処置候やと相尋候処、何 も角も悉皆さらりと無き事になりましたといふ攫み所之なき挨拶
故、
　































































うにハ御座候へとも近き筋有之候、譬て申上候へハ、此御茶碗へ甘き者をにひ立て、蓋をい し へハ、其甘 気蓋に蒸し昇り、其露を嘗め候ヘ 甘く、又苦き薬を蒸し入候 ハ
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 御手習後より可行之都合に致置たるに 四ツ時頃よ 俄に大雨に相成しに 、
　







































































































 之意にありてなりと謗訕 興したりし 江戸に在りし時十太夫殿と予ハ第一に胡服 りと無き事を於国申唱たりといふ、右之如にて西洋銃之事ハ人心勧まされとも、当時之戦蛮製之砲銃に非すし ハ勝を制すること能はす 故に於江戸も申上、又戊辰三月喪 居 し時、於当節ハ不可延急務なりと思ふにより、其節之同役御用人まて申遣せ 次第左之通
　　　
 西洋銃隊之義に付、 人心匈々、 変に応して敵を制候へハ、必しも銃隊に無之とも宜、所謂地利不如人和、衆人一和こそ第一と申者有之、予か対 有来り之火縄筒、刀槍而已にて精製、十二丁に達する火器と接戦可成者 候や、兵ハ正を以合し 奇を以勝、若し正なくして奇而已用ゆへき之理ハ無之事にて候、所謂奇 ハ敵之不意に出て彼を制するを申候、常式右之通と心懸候 て 敵之一軍不残愚人ニも無之候へハ、成かね候事 候 若又西洋銃隊に易ひ候て別に至当之組立有之義にも候ハヽ 其理を練つめ、かく致候て可然と申されん 於てハ、於此方 所願聞に候 徒に西洋隊ハ気に入らぬと而已 事 てハ、受得かたき事に候、其人別に説なくして去れり、
　　　
 又西洋隊に被成候てハ 自然夷風に可染と申者有 予対るにハ、 火縄銃も本是西洋 之伝にて、 永禄天正 頃専ら利器となし、是を以勝を制せり、右 器を用えたる甲越之両将及織田右府、豊太閤、夷 之風 流れたるを聞かす、兵隊之変化も時 よりて宜を制する者 て、
　　　









 其説にいふ、長州之合戦ハ姑差置、戦国之時分武田之将卒皆練兵 て、然も其侍大将 皆忠義如金鉄名臣なるに、長篠にて鉄砲之筒先に皆命を殞したりき、是を以利害明白ならんと
　
































 御要務と奉存候ニ付、乍朦中申 候、宜被仰上被下候様所奉願に 座候
　

















 宇内藩国之軍艦砲銃皆所購彼蛮舶也、不独軍器、為然羽毛縀哆囉絨、西洋布及無用之玩具 陸続入於埠頭、往昔徳川氏執政柄之始、其許互市者独苛蘭而蘭艦之所碇泊、亦唯独長崎耳且限其舶数使官吏管其 易、 不許商人私相貿易 然経年 久
　










































































 天討を受る 何之故たるを審にせす、柴橋へ打て出たるハ後之事なり、於南部盛岡 山清一郎へ応接之節、庄内征討之事ハ中途より出たる事に可有之とふはと申たる 、実情を不思漏らせるにこそ、又彼 絶険に拠りて備 立 且江戸脱走之者も多く、大砲小銃十分具り、我ハ小銃至て少く 銃隊と称するハ纔一隊耳、既に不量力又不知彼 知己、絶険を犯し無二無三に打入らんとするハ無謀之至にて、首尾 合する事無覚束、結句敗衂を取 足れ 若林和泉・藤川将監へ初て面会之節 諸方之応援合期せさる事にて 孤立之勢になる之論に及へり
　
 於横山塩小路刑部権少輔・福嶋礼助へ応接に 鎮撫之義を主に談したるハ、
172
　
皇国之為を存するか故なり
　　
其以前、石井定之進於下筋一応談之
　
 副総督へ度々御使者被遣、打入御猶予之義被仰立候へとも無御采挙、於酒井家ハ其罪明白ならすしてハ彼に辞あり、因て執政へ申立 御評定方先輩へも執政より被申含候上にて、執政より酒井家々老まて書翰被遣たり、右書翰根岸靱負草之、
屋形様より御鎮撫之義被　
仰立ハ、御家老中并表方一同へ拝見被仰付、
　
沢殿ヘハ源一郎殿・石井定之進持参、
　
 九条殿ヘハ又太郎殿・江間伊織・拙者差出せり、右被
　
仰
立、御用人より南部へ仕送之節、金大之進・根岸靱負より書状差添
　
九条殿御入にて合戦と相成候てハ、是まて於
　
 御上折角
　
御取運之御鎮撫筋、水之泡と相成候故、
　
御入無
之事に可致、縷々申来候へとも、左様不相成段及返書
　　　
右等之始末、因循を主張せる者なる歟
　
後諸藩応援之兵多く集といへとも、椿台まて侵入せられ
　
国危くして僅に存せり
　　
明治紀元四月九日、減禄にて父子蟄居被
　
仰付候
　　
御条目左之通
　　　　　　　　　　　　　　　　　
平元巳吉父隠居
　　
平元正
　　
 其方義、無調法之儀有之、去七月中生涯蟄居被
　
仰付候
所、 格段深き思召之旨被為有、 蟄居被指赦再勤
　
仰付、
庄内征討之兵へ被相加、実効相立候におゐてハ一入御宥恕之道も可有
　　　
 思召候所、諸賊已に降伏、干戈を可用 地無之上ハ、其儀ニも難被為至、就てハ厳重可被仰付候所、
　　　
総督府より寛大之
　　
御沙汰も有之候ニ付、頗
　　
御宥恕を以蟄居被
　　
仰付もの也
　　 　
四月
　　　　　　　 　　
平元巳吉
　　
 其方父正儀
以下同上
、依之其方儀禄高之内五ヶ一被召上、
蟄居被仰付もの也
　　　　　
四月
　　
 蟄居被
　
仰付たるハ昨年七月にて、生涯蟄居被
　
仰付し
ハ八月なり、御評定方にて草稿、老中へ差出候節、調違ひたるか、又役前にて写候故、親類へ渡せし時書き違た
173
る歟
　
初仙台使者之事にて蟄居被
　
仰付候節、
　
屋形様御条目之草稿被遊
　
 御覧、年来 用深切に勤候と申に至、勤功形も著はれて居候とて
　
御喜、此度ハ先々是に致置くと
　
御意被為有候事 、秋山直
　
御目通ニて承り 趣後に話也
　
又右之後正か様に事を纏候者無之と
　
御意有之候義ハ、御側小姓八嶋某 候節内々話也
　
 若殿様にハ御本差上候者代る〳〵に罷出 、正かやうに候へハ宜けれともと
　
御意有之候事ハ、
　
若殿様御側小姓岡雄五郎来候節内々話にありし
　
 当春之始、介川作美・中川健蔵・十太夫殿・金大之進切腹に無之とも、厳重不仰付候てハ不相成、飯塚伝也 拙者・直義も厳重被
　
仰付候様にと申上候節、
屋形様被遊
　
御思慮と
　
御意にて、
　
京都へ被
　
仰遣、
　
九条殿・
　
沢殿へ能々被遊
　
仰入、
　
 御上へ御任之事に相成、軽く被処置候趣也、罪を蒙る後といえとも、
公　
世子皆尊き
　
思召形、不堪
　
感泣候、抑
宏徳公以来、憲諒公御当代様若殿様迄渥き　
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